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定根が発生する。また，アカバナ科のヒレタゴボウやチョウ
ジタデでは浮根が発生する。

これらに関連して，畑作物のダイズでは湛水条件下に置か
れると一般的には枯死するが，一部の品種では胚軸や根の 2
次通気組織が発達し，小型になるものの枯死することなく収
穫まで至る。この通気組織は地上部と繋がり，大気中の酸素
を地下の根部に供給でき，これらの湛水条件下の生存を可能
にしている（島村ら 2003）。また，アメリカツノクサネム
では茎の地際茎部・不定根・根粒にスポンジ状の肥大組織が
形成される（徐 2015）。これにより地上部から地下部組織
まで連続した通気系が形成され，大気中の酸素を取り込み根
や根粒へ供給し湛水下でも生育ができる。これは，耐湿性植
物のアメリカツノクサネム等のセスバニア属の大きな特徴で
ある（島村 2010）。

上述した湛水条件での不定根や浮根の発生，また，茎部の
胚軸や根の 2 次通気組織の発達は，湛水条件で生育する植
物の適応反応と考えられる。
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わが国における農薬の製造は，原体については国内
生産が約 6 万トン，海外からの輸入が約 3 万トンの割
合である。国内で出荷される製剤の約 24 万トンのう
ち，国内生産量は約 22 万トンと 9 割以上を占める。上
位 10 社の国内向け製剤のシェアは 6 割強となっている。
輸入製剤（約 2 万トン）を含む，出荷金額は約 4,000
億円規模である。また，原体が約 3 万トン，製剤が約 1.5

万トン輸出されている。
製造業者から，卸売業者など商系に 6 割，全農など系

統に 4 割の割合で出荷されているが，流通段階で卸売
業者からも一部が農協やホームセンター等に流通してお
り，販売段階では，農協から約 6 割，商系（資材店な
ど小売業者，ホームセンター等）から 4 割の割合で農
業者に販売される構造になっている。　　　　　　(K.O)

「農薬の流通構造」　統計データから
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農林水産省ホームページ「農薬をめぐる情勢」から引用
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Commelina caroliniana Walter　ツユクサ科ツユクサ属

2010 年 大 分 県 中 津 市 で 発 生 し て い た シ マ ツ ユ ク サ 
Commelina diffusa Burm.f. らしき種を詳細に調査した結果，

シマツユクサとは別種で国内未記録のカロライナツユクサ 
Commelina caroliniana Walter であることが確認された ( 中

村  2012) 。その後，本種は，西日本を中心に発生が確認さ

れている ( 中村 2012; 小川　2013; 日原・橋越 2015; 一部

未発表 ) 。水田の畦畔や用水路の脇等で繁殖した本種は，大

豆圃場に侵入し連作圃場を中心に発生域を拡大する。多発圃

場では収穫を放棄した事例も見られ，防除法の確立が求めら

れている ( 石丸  2014)。

■分布

原産地はアジア（インド，ネパール，バングラディシュ）。

日本では，福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，香川，愛媛，高

知，徳島，岡山，愛知，静岡，神奈川の各県で確認されてい

る。本種はシマツユクサと酷似しており，従来はシマツユク

サと報告されていた中に本種が区別されず混同されたままの

状況であることが考えられ（中村 2012），分布域はさらに

広がる可能性がある。

■カロライナツユクサとシマツユクサの見分けるポイント

カロライナツユクサとシマツユクサを見分ける最も分かり

やすいポイントは，種子である。カロライナツユクサの種子

は濃い茶褐色で平滑であるが，シマツユクサの種子は茶褐色

で網目模様をしている ( 写真 -2)。

■カロライナツユクサの生態と茎葉処理剤の除草効果

本種は，土壌深度が 0 ～ 15cm で出芽するが 20cm では

出芽しない。葉齢に関わらず 2 日に 1 枚出葉し，主茎の葉

の抽出と分げつの抽出には規則的関係がある。節ごとに根を

下ろし，繁殖する。

本種への茎葉処理剤の除草効果は，ベンタゾン液剤とジ

クワット・パラコート液剤では，3 葉以下では残草率が 0％

で，3.1 ～ 5 葉期でも 30％以下の残草率である。グルホシ

ネート液剤は 3 葉以下では残草率が 33％で，3.1 葉以上で

は 70％程度となり，グルホシネートＰナトリウム塩液剤は

いずれの葉齢でも残草率が 50％以上である。グリホサート

カリウム塩液剤はいずれの葉齢も枯死させることができない

（石丸　2016）。

これらのことから，本種の茎葉処理剤による防除は，葉

齢が 3 葉以下の時に，ベンタゾン液剤あるいはジクワット・

パラコート液剤を散布すると効果が高い。
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写真-1 大豆圃場で繁茂するカロライナツユクサ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 カロライナツユクサ(左)とシマツユクサ(右)の種子(写真提供 中村功氏)   

 

 

写真 -1　大豆圃場で繁茂するカロライナツユクサ
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写真-1 大豆圃場で繁茂するカロライナツユクサ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 カロライナツユクサ(左)とシマツユクサ(右)の種子(写真提供 中村功氏)   

 

 

写真 -2　  カロライナツユクサ ( 左 ) とシマツユクサ ( 右 ) の種子 ( 写真
提供　中村功氏 )


